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卒業と同時に,故郷の岡山県で高校教師の道を歩むように在ってはや二年の月日が過ぎ去ろうとし

ています｡岡山県の場合,新任教員は県北の僻地校か定時制高校に赴任することが多いのですが.私

もその例にもれず.定時制高校-の赴任を命ぜ られました｡一学年二クラスの′｣＼規模な昼間二部制の

定時制高校で,地元からの生徒の他に.繊維工場で働 く女生徒が午前と午後の部に分かれて登校 して

くるのです｡ したがって,始業式や終業式を一日に二度行うこともあるという変則的な学校です那.

現在ではそれも気にならないようになってきたのは〝慣れ 〟というものでしェうか｡

さて,教員生活-年目は無我夢中で過ごしてきたように思えます｡担当は地理 と政経の二科 目でし

たが.この政経というくせ者が私を睡眠不足にしてしまったのです｡ 学生時代からこの方面には無関

心だったので,予備知識はゼロに等しく.教材研究(知識収集)にか在りの時間を愛してしまいまし

た｡一夜漬で詰め込んだ知識をそのまま数えるということの繰 り返しでしたので.生徒には申し訳 な

かったようを気がしていますが.-年目で二科目かけもちという状況ではしかたない,とわりきるこ

とにしました｡ (これから教師をめざすカは.在学中か ら専門外の勉強もしておくことが必要だと思

います｡ )その点.地理は自分の専門科 目ということから比故的気集に授業できたように思えます｡

いずれにせよ.一年間まかりなりにも二科目の痩業を続けることができたということは,私にとって

二年目-の自信となったようです｡

その二年目も,地理 と政経を担当することになりましたが,-年目に比べると多少余裕が出てきま

した｡授業も前年産の ｢講義+板書｣形式から.自分で作成 したプリントを使用 しながら講義する方

法に変えてみました｡というのは.我校のみならず今日の定時制高校では生徒の賞がかなり低下して

きており,漢字がまともに読めない.分数引算ができないというような落ちこぼれの生徒が多 く.i

ともな授業をしていたのでは生徒がついて来れ覆いというのか実情ですので.生徒にとってはこの方

法が理解しやすいと思ったからです｡ ここでは教育実習での経験はほとんど役立ちません｡ 自分なり

に創意工夫をし.わかる授業をしていかなければならないのです｡現場に出てはじめて,今日の教育

の実態がわか りかけてきたようです｡

現在,授業は少 しづつですが軌道に乗ってきたように思えます｡ しかし,担任をもったということ

で,また別な面での悩みも出てきています｡ クラスをいかにしてまとめていくか,欠席が多い生徒を

どう指導していくか,雑務に終われて自分の時間がもてない等々,次から次へと問題が出てきます｡

しかし.新米教師にとって.そのような課題を一つ一つ乗 り越えてい くことが.教師としての道を切

り開いていくことに在るのだと思っています｡ 二年足 らずの教師生活で得たものはそれほど多 くあり

ませんが,若い時は若さという特権を生かし生徒と鼓してい く.そしてしだいに,自己の生き方や考

え方を確立してゆき,生徒に何か与えて(教えて )やれるよ_うな教師になれたら･･････-･･･と思いを

めぐらせている今日このごろです｡ (24回生 )
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